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介護ウェーブ推進ニュース介護ウェーブ推進ニュースSTOP！STOP！介護崩壊介護崩壊

－介護ウェーブの ”Big Wave” をおこそう！－－介護ウェーブの ”Big Wave” をおこそう！－

地域の社保協等と共同し、自治体への取り組みを具体化しよう！

札幌社保協が札幌市介護保険課と懇談（北海道）
札幌社保協は 月 日、 年 月～ 年8 29 2006 12 07

１月に行った「ケアマネ現場実態アンケート」の

報告を基に、市の介護保険部門と 年介護保険09
見なおしに向けた懇談会を行いました。市側から

は介護保険課長、介護予防担当課長、事業指導担

当課長と各係長ら 人が出席、札幌社保協からは8
勤医協在宅や地域社保協の代表など 人が出席23
しました。

○ アンケート報告と現場の声を紹介
ケアマネアンケートの内容について、勤医協在宅の太田さんがまとめを基に報告、ケアマネの忙し

い労働実態や利用者と行政の狭間になる悩み、単独では居宅事業所を続けていけないような経営の困

難等について述べました。

続けて現場のケアマネから、具体的な事例が出されました。①がん末期の認定問題 退院時は予防

・区分変更は認定が遅い。役所から場合によっては自費と伝えるように言われる。②認定の問題 要

支援１から２になって同じサービスを受けたいのに２倍の負担になり（通所）何故こんな結果になる

のかと説明を求められる。制度の矛盾をケアマネが肩代わりして説明を求められる。③要介護１から

要支援２となり、自立の観点でケアプランの指導を受ける。高齢者にとって現状を維持しするという

ことが大変重要な事を理解してほしい。また、たとえ歩行が出来たとしても、冬場の外出など転倒の

危険性が大きいしサービスが必要な場合も多い。

○介護報酬引き上げの要望は札幌市もしている
引き上げは市も重要との認識で、大都市介護保険課長会議でも国へ要望している。保険料・利用料

【市の独自サービス、介護労働への影響がないようにするには、現行制度を見直さない限り難しい。

現在行っている配食サービスなどの説明と、地域雇用創出事業で介護資格を持って就者確保の施策】

【保職していない人への研修制度などの説明があった。新たな独自サービスを実施するのは難しい。

札幌は 段階の保険料にしているが、市民税非課税険料・利用料の軽減、減免制度の拡充は難しい】 7
部分の軽減拡大をすると、他の段階の保険料にはねかえるので、国の助成がなければ難しい。保険料

【介護保険会計・利用料については、一般財源の繰入をしないなどの国からの 原則の指導がある3 。

年度の介護保険会計の執行率は ％で特段低いわけではない。準－予防給付が見込みを下回る】06 98
備基金（介護保険会計の積立金－ 年度決算まで 億円）について多いか少ないかは意見はあると06 34
思うが、会計に不足が生じた場合に使うためである。介護保険会計の予算が残ったのは、給付が思っ

たほど伸びなかったためと説明。この実態は主に介護予防の給付抑制が働いたためで、 年度決算で06
は介護予防サービス給付費は、予算比 となっています 来22.3% 。【基金の使い道はどうするのか？】

年度改定の介護保険料に使いたい そのように考えて。【保険料を上げない、据え置くと言う形か？】

いる 基本的に。【基金を市の独自サービス実施に使う、減免制度拡大に使うなどの考えはないか？】

は介護保険料に使われる。提案は検討してみたい。



お問い合わせは 「介護ウェーブ推進本部」事務局：山平・名波まで、

TEL 03-5842-6451 ／ FAX 03-5842-6460 ／ E-mail min-kaigo@min-iren.gr.jp

○ 第4期事業計画策定と介護報酬改定の動向
9準備を進めているが国からの指針が示されていないのと 報酬が決まらなければなかなか難しい、 。

･ 月で 年間のサービス見込み設定、 月頃介護保険料の仮設定、 月－ 月にパブリックコメ10 3 11 12 1
【介ントの予定。 月にまとめた市の利用者・事業者アンケートは、第 期策定事業に生かしていく3 4 。

護保険料の口座振替は？】 【認厚労省は後期高齢者とは別と言っており、全く考えていないようだ。

。 。定区分の細分化などはあるのか？】今のところは聞いていない これ以上の細分化はないと思われる

5000その他介護関係車両の駐車許可証は 道警では個別に申請・相談をと言っている 特養待機者は、 。

人前後で、地域密着型などを含め考えていく （札幌社保協 ニュース 号より）。 FAX 2008.09.03

★事例ファイル episode no.36
「認知症を抱える家族の介護負担軽減策を」

88 4○性別：女性 ○年齢： 歳 ○家族構成：その他 ○要介護度：要介護

○現在利用している介護サービス：通所系サービス、福祉用具、ショートステイ

【介護サービスの具体的な利用状況について】

重度の難聴・認知症によりケアも含めて対応が困難なため、施設側からショートステイ利用日数が

制限されている。３日間であれば受け入れてもらえるが、介護者は充分休めない。仕事をしながら昼

夜逆転の母を介護する状況。夜中徘徊、失禁、大声を出すなどの症状あり、転倒や傷も絶えない。６

月に入りショートステイ先で１週間利用できる施設が見つかった。慣れたらミドルステイにしていく

予定であると、さっそく１週間利用したところ、５日目にテーブルに前額部を打ち裂傷し帰宅。

本人の身体状況、具体的な困難や生活上の支障について】【

重度の難聴・認知症のためコミュニケーションが難しい。本人は声が大きく、昼夜逆転で夜中も大

きな声で喋る。薬を服用させるが、効き過ぎるとデイサービスで傾眠がちとなり、対応に困り調整が

。 、 （ ）。難しい 住居環境は２階で 移動には階段から抱えたりおんぶしてデイサービスへ送り出す ３回 週/
これまで何度か介護者とともに階段で転倒しており傷が絶えない。金銭的に余裕が無く施設入所は困

難。兄弟関係も仲が悪く協力が得られない状況にある。娘は介護に限界を感じながらも、母を出来る

だけ介護したいと思う反面、精神的ストレスから「母の首を絞めそうになる時がある…」と涙ながら

に話をされた。

【制度に対する問題意識や、改善が必要と考えられる点】

認知症のある家族を介護している方の負担について、もっと軽減してあげられる制度をつくるべき

である。介護予防対策には力を入れているが、認知症についてはまだ対応が遅れている。グループホ

ームでは少人数で認知レベルがさほど重度でない人が対象で、費用負担も高い。重度の認知症へのサ

ポートをどう改善し負担を減らすのか見直しが必要と思う。

★事例ファイル episode no.37
「近くに身内や親族がいない」

92 1○性別：女性 ○年齢： 歳 ○家族構成：独居 ○要介護度：要支援

○現在利用している介護サービス：訪問介護

【介護サービスの具体的な利用状況について】

週 回の訪問介護、民生委員が日曜日に訪問2
本人の身体状況、具体的な困難や生活上の支障について】【

長男が外国（パナマ）で生活しており、年 回帰国。高齢の母親の今後について悩んでいる。1
【制度に対する問題意識や、改善が必要と考えられる点】

住み慣れた 。街でいつまでも過ごすためには、地域の支え合いが大切


